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実習報告（基盤教育実習） 
 
授業を通して生徒をどう育むか 
～エンパワーメントを支援するためには～ 
 
本村 祥次 （授業実践探究コース） 
 
１．探究実習のテーマと設定の理由 
文部科学省が 2009 年に改訂した高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編によると保健体育
科の目標は「心と体を一体としてとらえ，健康・安全や運動についての理解と運動の合理的，計画的
な実践を通して，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てるとともに健康
の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り，明るく豊かで活力のある生活を営む態度を育
てる。」と明記している。つまり，高校を卒業後の実生活，実社会でどのようにして運動やスポーツ
を継続していく資質や能力を育むかが重要であるということになる。しかし，積極的に運動をする生
徒とそうでない生徒の二極化や，体力の水準が低下傾向にあることが課題として挙げられている（高
等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編，2009）。これでは，高校を卒業後にすべての生徒が
「生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続」することはできないと考える。特に高等学校は普通
教育の最終段階であるため，すべての生徒がこの資質や能力を保健体育の授業の中で身に付け，高等
学校卒業後の実生活，実社会で活かすにはどのような手立てが必要であるかを検討していきたい。 
この資質や能力を育むために，学習者のエンパワーメントを支援していこうと考えている。森田
(2002)はエンパワーメントとは，「自分の内なる存在に気が付き，そのパワーを豊かに育てること」
と述べている。この定義を高等学校の体育授業に置き換え，「自分の内なる運動に対する存在に気付
き，そのパワーを生涯にわたって豊かに育てること」とし，生徒の中に存在している資質や能力を教
師の手立てによって引き出す方法を検討していきたいと考えている。 
また，梅澤(2016)は，「公教育における体育では，生涯を通じて健康でアクティブ（活動的）に生
活するための身体的リテラシーの教育が求められるようになってきた」と述べている。このことを踏
まえて梅澤（2016）の目指す「連峰型スポーツモデル」の構築に向けて，どのような授業実践が求め
られるかを明確にする必要がある。連峰型スポーツモデルを梅澤（2016）は「チャンピオンシップス
ポーツ（競技志向）とレクリエーション的スポーツ（健康志向）の『連峰』のいずれかにも向かう重
なりの部分が学校体育である」と述べている。生徒が将来，このどちらかに向かうためには学校教育
が極めて重要であることを示している。この連峰型スポーツモデルを日本のスポーツ文化の理想と
し，生徒が高等学校卒業後の実生活，実社会においていずれの峰にも進むことができるような学校体
育の在り方を検討していきたい。 
２．探究実習の研究目標 
①実習校の体育の授業の形態と，その成果を調査する。 
②生徒一人一人の特性を見極める。 
③個々に合った支援の仕方を研究する。 
３．探究実習の概要 
 今回の基盤教育実習では実際に授業をすることがあった。そこで生徒と接することで体育の授業に
対する取り組みや姿勢を見ることができた。実習校の体育授業における授業スタイルは，初めに準備
運動をした後に部分練習を行い，ゲームに入る流れである。部分練習では，ソフトボールであればキ
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ャッチボールやノックによる送球や捕球の練習をする。バスケットボールでは，パス練習やレイアッ
プシュートの練習をしてゲームに入る流れである。しかし，運動が苦手な生徒は得意な生徒と一緒に
プレーができない場面が見受けられるなど，文部科学省が示しているように，実習校においても二極
化問題が顕著に出ている場面があった。このような問題を踏まえた上で生徒のエンパワーメントを支
援するための具体的な方法を見出していく必要があるため，学校課題探究実習までの期間で実習校に
合った方法を検討していきたい。 
４．探究実習の成果と課題 
1．成果 
 今回の基盤教育実習では，先生方や生徒と授業に関することや，部活動のことや進路の話などをし，
多くコミュニケーションを取ることができた。また，実習校の授業形態にも慣れることができた。毎
週火曜日と，間隔の空いた中での実習だったが授業をすることもあり，実践力では劣るが授業をする
中での留意点が見えてきた。その例としては，高等学校の体育授業は選択で行われるため，人数が均
等ではない場合がある。その時のチーム編成や，ゲームの工夫などである。また，ゲームに入る前の
部分練習の方法を重視していこうと考えた。 
 20 日間の実習を通して，高等学校では種目選択ができるため多くの生徒が積極的に授業に取り組む
姿勢が見られた。その中でも，得意不得意が授業を重ねるに連れて見えた部分が多くあった。例えば，
バスケットの授業においてはドリブルが苦手な生徒やドリブルはできるがレイアップシュートが苦手
な生徒がいるように，全員が同じではないことはもちろん，その中で一人一人の得意不得意を観察し
ていく上での基本的な観点はメンターの先生の授業を参観する中でも少しずつ明確になってきた。 
 この目標の達成のためには，まず個々の特性を見極める必要があった。目標の②で述べたように，
授業や私生活で会話をする中で一人一人の特性を捉え，実習を重ねるに連れて対応の仕方を工夫出来
ている。そのことを踏まえて支援の仕方を考える必要があるが，実習の中で研究テーマの設定にも挙
げている生徒のエンパワーメントを支援していくための具体的な方法はまだ明確なものにはなってい
ないのが現状である。 
2．課題 
 私自身が最終的に目指す，「生徒が保健体育の授業で学んだことを活かし，生涯スポーツに目を向
け，日本のスポーツ文化が理想的である，梅澤(2016)の示す『連峰型スポーツモデル』の構築へと進
むこと」のための「学習者のエンパワーメントを利用した保健体育の授業開発」を行なうことが学校
課題探究実習の最終的な目標となる。 
 三木(2015)は「生涯スポーツを重視するということは多様な個人特質を生かしながら主体的にスポ
ーツを実践する能力を育てる必要がある」と述べている。また，そのスポーツ実践能力を「生涯に求
められる運動のプレー性を楽しむための総合的な能力をさします」と述べており，これはただ楽しい
体育では培うことができず単元を通して学習し，そこに生じるいろいろな課題を自分の力に応じて解
決できるようにすることで，生涯スポーツに活きる実践的能力を育てることができるということにな
る（三木，2015）。これらのことを踏まえた上で，私自身が定義したエンパワーメントを支援して研究
を進めて行くにあたって，実習校のスタイルや課題も把握していかなければならない。また，来年度
のクラス編成で学年やクラスが変わり，単元もまだ確定していないため詳細の決定まではできなかっ
た。生徒への質問紙などもこれから視野に入れて来年度の実習を行っていきたい。 
 
 
